
く特集「受動表現」〉

チェコ言吾

金指久美子

チェコ語で「受け身」のニュアンスを表現するには，し、くつかの方法が考えられる．

一つ目は分詞による方法が挙げられる．これは，動詞から受動分詞を作り，コヒ。ユ

ラbytと組み合わせる方法である．

例： KarelIV. zalo孟iiuniverzitu.カレル4世は大学を創設した．

→ Univerzita by la zaloiena Karlem IV. 大学はカレル4世によって創設された．

受動分詞は主語の性と数にあわせて形容詞の短語尾と同じ語尾を取っている．「～に

よって」の部分は造格（主として道具・手段を表わす格形態）とする．

再帰形，すなわち，再帰代名詞対格の短形（cliticform）である seを加えることに

よっても受け身を表現できる．

例： Tadyprodavajf lyze. ここではスキー板を売っている．

→ Tady se prodavajf lyZe. ここではスキー板が売られている．

現代チェコ語では，受動分詞より再帰形の方が多用される．しかし，再帰形によっ

て受け身を表わすには制限がある．第一に，主語（行為の受け手）が 3人称のときに

しか用いることができない．第二に，行為者「～によって」を表わすことはできない．

以上，受動分詞と再帰形がチェコ語の受動態構文として認められる．いずれも，能

動文の目的語が受動文で主語となるところが共通している．しかし，目的語を取る能

動文であればすべてが受動文へ変換できるわけではない．つまり，能動文の目的語が

対格のときにしか，上のような受動文には変換できない．従って，形式は能動文であ

りながら，受け身のニュアンスを表わす次のような方法もよく取られる．

不定人称文．動詞は3人称複数形をとるとはいえ，行為者は具体的に明示されない

文，あるいは語り手が行為者の明示を避ける文を指す．
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この文は再帰形による受動構文を紹介する際，変換する前の能動文として提示した．

語）I頃．語形変化の豊かなチェコ語は，文中の語順を変えても「文法的な誤り」と受
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け取られることは少ない．しかし，自然な語順，よく出現する語順はあり，それがS

-v O，すなわち動詞の前に主語，後に目的語である．この語順が全体の 64パーセ

ントを占めるといわれる.I これを変えて，目的語をあえて動詞の前に，主語を後に配

置すると（11パーセント），受け身のニュアンスを伝えることができる．しかし，語

順はテーマ・レーマの表示とも密接に関連するので，能動態・受動態の観点からのみ

論ずることはできない．

以下，アンケートへの回答を記す.2 アンケートでA,Bとなっていた箇所は適宜チ

エコ人の名前などを補った．

(7) べトルはアントニーンに叩かれた．

Petra zbil Antonin. 

Petr-ACC zbit (PFV）叩く・M3 SG PAST Antonin-NOM 

動詞の前に Petrの対格形を，後に行為者 Antoninを主格形で置く．形式的には能動

文「ベトルを叩し、たのはアン卜ニーンだ」となっている．

（イ） ベトルはアントニーンに足を踏まれた．

Antonin slapl Petrovi na nohu. 

Antonin-NOM slapnout (PFV）踏む－M3 SG PAST Petr・DATna司PREPnoha足－ACCSG 

これも形式は能動文である. Petrを与格（主として間接目的を表わす格形態）にす

ることにより，行為の受け手であることを表わす．このように，動詞によって引き起

こされる動作の恩恵や迷惑を被る者を表わす与格を「利害の与格Jと呼ぶ．「足を」の

部分は前置詞＋対格nanohuとなっているので，この文には直接目的語の対格がない．

従って，受動分詞を用いることも再帰形を用いることもできない．

（ウ） ベトルはアントニーンに財布を盗まれた．

Antonin ukradl Petrovi penezenku. 

Antonin-NOM ukrast(PFV）盗む－M3 SG Petr・・DATpenefonka財布，ACCSG

前の文と同じく利害の与格を用いた能動文である．「アン卜ニーンはベトルの（から）

1 Uhlifova, Ludmila I 987.“O slovosledu vety jednoduche”，Tesitelova Marie a kol. 0 Cestine v Cislech. 
ACADEMIA Praha, pp. 137・144.

2 チェコ語訳に際しては，本学の特任外国語教員イジー・ホモラーチ氏のアドヴ‘アイスをいた
だし、た．
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財布を盗んだ」．財布 pen位enkaを主語とする受動文は理論的には可能だが，頻度は低

い．これについては（キ）で詳述する．

（エ） 昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それで、ちっとも眠れなかった．

Vcera v noci mi plakalo miminko, a proto jsem nemohl usnout. 

vcera昨日・ADVv-PREP noc夜－LOCSG ja私ーDATplakat(IMPF）泣く－N3 SG miminko赤ん坊

-NOM a proto-CON丹'1moctできる（IMPF)-M I SG NEG PAST usnout(PFV）寝る・亦JF

これも利害の与格（mi) を用いた能動文である．（イ）と同じく対格のない文なので，

受動分詞も再帰形も用いることはできない．

（オ） 新しいピルが建てられた．

Nova budova by la postavena. 

novy新しい・FNOM SG budovaピルーNOMSG byt-COP F 3 SG PAST postavit(PFV）建てる－ F 

SG PASSP 

これは受動分詞を用いた文だが，次のような不定人称文も可能である．

Postavili novou budovu. 

postavit(PFV）建てる・Ma3 PL PAST nov)'新しい，FACC SG budovaピノレ－ACCSG 

（カ） カナダではフランス語が話されている．

V Kanade se mluvf francouzsky. 

v-PREP KanadaカナダーLOCse-REFL PRN mluvit話す・3SG PRS仕ancouzskyフランス語で

伺 ADV

再帰形を用いる．「話すJmluvit, 「し、うJi'fkatは話しているのは誰なのか，いって

いるのは誰なのかあいまいにするときには，再帰形となることが多い．良ikase, fo…「～

といわれている／～だそうだ」．最後の francouぉkyは「フランス語で」という副詞で

ある．従ってこの文には主語がない．このような文は「無人称文」と呼ばれ，形の上

では3人称単数形（過去であればさらに中性）となる．

（キ） 財布が盗まれた．

Uk.radii mi pen位e叫ω．

ukrast(PFV）盗む・Ma3PLja私・DATpenezenka財布－ACCSG 

191 



不定人称文と利害の与格の組み合わせ．頻度は著しく低くなるが，受動分詞を用い

てPen泣enkami by la ukradena.ということも可能である．この形式は官公庁の文書を想

起させるという．しかし，既述のごとく，能動文の対格目的語だけが受動文の主語に

なれるので，「私」 jaを主格の主語とした受動文は作れない．

（ク） 壁に絵が掛けられている．

Na zdi visf obraz. 

na-PREP zed’壁ーLOCSG viset(IMPF）掛かる・3SG PRS obraz絵・NOM

Na zdi je poveseny obraz. 

na-PREP zed，壁－LOCSG byt-COP 3 SG PRS povesit(PFV）掛ける・MSG PASSP obraz絵・NOM

前者は自動詞 viset「掛かっている」を用いた能動文．逐語訳は「壁に絵が掛かって

いるJ. 「掛けられている」であれば， povesit「掛けるJの受動分詞に形容詞長語尾を

つけて状態を表わした後者も考えられる．

（ケ） べトルは母親に愛されている．

Petr je milovan svou matkou. 

Petr-NOM b)'t-COP 3 SG PRS milovat(IMPF）愛する－MSG PASSP sv白j自分の－REFLPRN F SG 

INS mat！伯母－INSSG 

受動分詞を用いた文．

（コ） べトルはアントニーンに・・・と言われた．

Antonin fekl Petro viラ ze... 

Antonin・NOMrict(PFV）し、う－M3 SG PAST Petr幽 DATze-CONJN 

これは「アントニーンはぺトルに言ったJという形をとることがもっとも自然であ

る．文脈から切り離されたこのような状況では，語順を変えることも鴎賭される．
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